




○種類株式の配当の状況
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　　　当第１四半期の連結経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　経常収益は、貸出金利息及び有価証券関係損益の増加等により、前年同四半期に比べ６億４百

　　万円増加して51億73百万円となりました。

　　　経常費用は、営業経費及び与信関係費用の減少等により、前年同四半期に比べ２億46百万円

　　減少して35億53百万円となりました。

　　　この結果、当第１四半期の経常利益は前年同四半期に比べ８億49百万円増加して16億19百万円

　　となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に比べ４億14百万円増加して11億

　　19百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　　　当第１四半期の連結財政状態につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　総資産は、前連結会計年度末に比べ103億42百万円増加して7,673億14百万円となりました。

　　　預金は、個人預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ90億63百万円増加して7,099億67百

　　万円となりました。

　　　貸出金は、中小企業・個人向けの中・小口貸出しや消費者ローン等を中心に増強を図った結果、

　　前連結会計年度末に比べ３億27百万円増加して5,590億38百万円となりました。

　　　有価証券は、前連結会計年度末に比べ９億42百万円増加して1,065億23百万円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　　　平成27年５月12日に公表しました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 　（会計方針の変更）

　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会

　　計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月

　　13日。以下「連結会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

　　第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会

　　計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本

　　剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方

　　法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

　　ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連

　　結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等

　　の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示

　　の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

　　結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　　　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第

　　44－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

　　当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　　　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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（３）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。

　

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　該当事項はありません。
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４.平成28年３月期　第１四半期決算説明資料

 （1）　損益の状況（単体）
　　　 (単位：百万円)
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資 金 利 益

そ の 他 業 務 利 益

役 務 取 引 等 利 益
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経 常 利 益
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う ち 国 債 等 債 券 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① －

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

△ 68 93

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ 333 333 －

う ち 不 良 債 権 処 理 額 ②

特 別 損 益

与 信 関 係 費 用 （ ① ＋ ② － ③ ） △ 307 △ 420 113

四 半 期 （ 中 間 ） 純 利 益

法 人 税 等 合 計

平成28年３月期

第１四半期

（３ヶ月間）

176 96

△ 130

3,55345

△ 86

1,000

700

平成27年３月期

第１四半期

（３ヶ月間）

平成28年３月期

第２四半期予想

（６ヶ月間）

2,593

1,383

○コア業務純益
コア業務純益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の増加等や経費の減少等により、前年

同期比１億52百万円増加の10億48百万円となりました。

○経常利益・四半期純利益
経常利益については、有価証券関係損益の増加及び与信関係費用の減少等により前年同期比

８億43百万円増加の15億93百万円、四半期純利益は前年同期比４億９百万円増加の10億99百万

円となりました。
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（2）　金融再生法開示債権

　（部分直接償却は実施しておりません。）

①単体 （単位：百万円）

②連結 （単位：百万円）

（3）　自己資本比率（国内基準）

　（参考）

507,704

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

19,996 20,296

9,905

平成27年3月末平成26年6月末

3,051

447

6.84%

38,626

525,595

547,254 564,222

37,356

528,306

565,663

510,689

548,963

38,274

36,021

528,733

564,754

△ 2,605

21,029 3,138

17,500 532

△ 3,529

131 △ 7699,779

8.5%程度

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に実施した場合の平成27年６月末の開示債権比率は、5.87％となります。

平成27年3月末（実績）

8.48%連結自己資本比率

平成27年9月末（予想値）

（注）　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

9,648 10,548

39,550

6.37% △0.85% △0.47% 7.22%開示債権比率（Ａ/Ｂ）

正常債権

△ 450 △ 750

△ 1,086

6.13% △0.47%

27年3月末比

6,695

19,546

566,110

△ 3,210

平成27年6月末

△0.84%

26年6月末比

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に実施した場合の平成27年６月末の開示債権比率は、5.63％となります。

7,781

6.97% 6.60%

平成27年3月末

17,147

7,781

19,026

10,548

平成26年6月末

9,905

18,720

9,648

△ 3,521

平成27年6月末
26年6月末比 27年3月末比

20,668

△ 1,086

△ 748

34,753

△ 769

△ 2,603

531,357

危険債権

要管理債権

△ 3,210

△ 442

131

6,695

18,278

9,779

　　　　　総与信合計（Ｂ）

　　　　　合　計（Ａ）

要管理債権

危険債権

　　　　　合　計（Ａ）

正常債権

　　　　　総与信合計（Ｂ）

開示債権比率（Ａ/Ｂ）
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（4）　時価のある有価証券の評価差額　（連結）

　（単位：百万円）

株式

債券

その他

　（単位：百万円）

（5）　預金・貸出金の残高　（単体）

（単位：百万円）

（6）　預り資産残高
（単位：百万円）

　（注）1.　「評価差額」は、各連結会計期間末日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上して

　　　　おります。ただし、株式及び受益証券については各連結決算月の１ヵ月平均に基づいた市場価格等に基づく

　　　　　　時価との差額を計上しております。

42 70,676 

19,524 3,234 

0 

106 3,283 

700,934

490,246

175,148

560,153

18,015 21,682

平成27年3月末

523,260

75,30168,983

個人年金保険等 51,720 7,607 2,612 44,113 49,108

投資信託 21,548 3,533 △ 134

合　　計 77,172 8,189 1,871

うち中小企業・個人向貸出

その他有価証券

満期保有目的
の債券

貸　出　金　（末残）

72,967 960 1,002 

うち個人預金 494,516

11,248 

うち益 うち損

560,394

524,342

103,740 7,851 8,269 

うち法人預金 175,271

17,255 241 543,139

19,662 1,082 504,680

3,657 3,879 

4,270 476,491

6,896 498 

221 12,461 

18,025

391 

18,829 

417 99,226 

1,019 1,019 

6,397 

16,088 2,343 2,450 

3,034 3,426 

3,387 153 

平成27年3月末

20 2,161 22 11 

平成26年6月末
26年6月末比 27年3月末比

平成27年6月末 平成26年6月末
26年6月末比 27年3月末比

27,970 9,054 682,018

8,671 123 166,600

11 14 2,618 1,656 △ 2 8 △ 5 

平成27年6月末

10 

預　金　（末残） 709,988

平成27年6月末 平成26年6月末

帳簿
価額

帳簿
価額 うち損うち益 うち損 うち益

平成27年3月末

　含み損益 　含み損益 　含み損益帳簿
価額 うち損うち益

　　　2.　なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

　評価差額

平成26年6月末

時価 　評価差額

平成27年6月末

時価

うち益 うち損

平成27年3月末

102,289 7,744 8,091 346 

72,299 

時価 　評価差額

うち益 うち損

11,160 

3,392 109 

3,396 3,624 228 

1,065 1,073 8 

6,855 4,511公共債 3,904 △ 2,951 △ 607
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